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生涯学習野生動物

野生動物対策の状況 問農林課林業振興室

野生鳥獣専門員

☎ （56） 2174 生涯学習の 窓 教育・文化・スポーツの
ホットな情報をお届けします。

問教育委員会社会教育担当　☎ （56） 2183

ミズナラ、ヤマブドウが乏しく、コクワの盛期も

過ぎて、出没増加が懸念された今11月ですが、半ば

現在までは平穏に経過しています。しかし自動撮影

調査や酪農学園大学の電波標識調査からは、人家や

農地、道路周辺で活発に行動し、クルミや交通事故

死したシカを食べている様子もうかがえます。間も

なく冬ごもりに入ると思われますが、油断なく情報

を集め、不測の事態に備えたいと思います。

右下の写真は11月に字中央の林内で発見された、

土饅頭と呼ばれる土盛りです。ヒグマがシカの死骸

を埋めて一時保管しています。人が近づくとヒグマ

に攻撃されるおそれがあり

ますので、こうした痕跡に

も十分に注意しましょう。

10月初めから11月15日までの間、一般の入猟対応

を７回13日間、北海道のエゾシカ捕獲技術研修を５

回10日間こなし、シカ13頭を捕獲しました。事故、

違反等はありません。引き続き着実な実施とガイド

態勢の強化を進めてまいります。
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11月に鹿児島県で環境試料中からウィルスが検出

され、全国で警戒が強化されています。野鳥の不審

な死骸を見たら、手を触れず、ご一報ください。

◆高病原性鳥インフルエンザに関する対応◆

右写真と同じ場所に現れた
ヒグマ（酪農学園大学提供）

トマム学校「くまのがっこう」開催
（10月13日）

トマム学校において、ヒグマについて学ぶ授業が

行われました。野生鳥獣専門員が講師を務め、全校

児童生徒７人と教職員保護者等10余名が参加しまし

た。室内でヒグマの一般知識や地域事情を学んだ

後、今夏の出没地

点で採餌環境、ヒ

グマの視界、草刈

りの効果、安全な

歩き方など体験を

交えて学びました。

ヒグマの行動追跡調査がスタート
（10月７日、10月31日）

酪農学園大学と連携して野生鳥獣に関するさまざ

まな教育研究活動を展開していますが、今年から新

たに野生のヒグマの行動追跡調査を始めました。こ

れはヒグマを箱わなで捕らえ、電波標識を取り付け

て再び生息地に放すものです。村内では初めての取

組みで、まずはデントコーンの食害発生に関わる行

動様式を探るため、被害ほ場での捕獲を行いました。

ヒグマを負傷させにくい構造の箱わなを用意し、酪

農家の安田大吾さんや鈴木雅士さん、猟友会の皆さ

んの協力を得て８月からほ場のそばに設置したとこ

ろ、10月６日に若いオス、10月30日に大人のメスを

捕獲できました。

それぞれ捕獲翌日に、猟友会員や野

生鳥獣専門員の警護の下、酪農学園大

学の伊藤講師と学生、北大の獣医師ら

が麻酔と計測、試料採取、標識装着を

行い、追跡調査が始まりました。遠隔

操作で標識を取り外すまでの約１年間、

貴重なデータが集められ、ヒグマ対策

の参考にできると期待されます。

エゾシカ

ヒグマ

村は毎年、シカを一定

条件下で数え、増減の指標

としています（図１）。今

年の指標値は、春はやや下

がったものの、秋の値が過

去になく高く、全体として

は依然増加傾向とみられま

す。村はこれに対して捕獲

に注力しており、10月は37

頭を捕獲、４月からの累計は342頭となり、昨年同

時期の310頭を超えました。

◆猟区の入猟対応について◆


